
まさきの  ecology  生活

生ごみ処理容器等の購入費を補助
　家庭から出る生ごみを減らすため、生ごみ処
理容器と処理機を購入する人には、補助金を交
付しています。

資源ごみ集団回収活動に奨励補助金　

　資源ごみを自主的に回収し、ごみを減量化・資源化する
ことを目的とした活動を行なっている町内のボランティア
団体やコミュニティー団体に、補助金を交付しています。
　現在町内では、
27団体が活動し
ています。
　

買うとき
・ごみになりそうな物は、初めから買わない
・なるべく使い捨て商品を買わない
・リサイクル商品を買う
・ 余計な包装や割りばし、スプーンなどは断る
・使い切れる量を買って最後まで使い切る
・長く使える商品を購入し、買い替えるよりも
修理して使用する

・マイバッグを持参する
使わなくなったとき

・フリーマーケット、不用品交換などを活用し
て不用品を生かす

・販売店回収制度を積極的に利用する
・簡単に捨てないで、他の使い道を考える
・分別して捨て、新しい資源として再利用する
生ごみ

・野菜は皮ごと使い切る
・生ごみを排水口のごみ受けや三角コーナー
にためると水を含み量が増えるため、調理く
ずをチラシを折ったごみ入れに入れたり、水
切りしたりする

・生ごみ処理容器などを利用して堆肥化する
・作りすぎに気を付ける
・毎日ごみの重さを量り、グラフにして変化を
確認する
その他

・資源ごみ集団回収活動など、自主的なごみ
減量への取り組みに参加する
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粗大ごみ戸別回収制度
　回収回数は１世帯当たり年７回、１回の収集
品目は５品目までで、はがきによる申し込みが
必要です。

可燃ごみ指定袋制度
　可燃ごみの排出量に応じた公平な負担をお願
いし、発生抑制・再生利用を推進しています。

補助対象 補助金の額 補助限度数

生ごみ
処理容器

購入価格の 1/2
（上限額 3,600 円） ３年間で２基

生ごみ
処理機

購入価格の 1/2
（上限額 20,000 円） ５年間で１基

補助対象 対象資源ごみ 補助金の額

ボランティア
活動団体やコ
ミュニティー
団体

新聞紙、雑誌類、段ボール、紙
パック、古布類、アルミ缶、発
泡トレイ、ペットボトル、卵パ
ック、ペットボトルのふた、そ
の他

4 円 / キロ

スチール缶、金属類 9 円 / キロ

びん（無色、茶色、その他色） 18 円 / キロ

廃食用油 20 円 / キロ

松前校区
分類 曜日

ペットボトル 毎月第 1・3 金曜日
かん類 毎月第 1 土曜日
有害ごみ 毎月第 3 土曜日

北伊予・岡田校区
分類 曜日

ペットボトル 毎月第 1・3 水曜日
かん類 毎月第 1 土曜日
有害ごみ 毎月第 3 土曜日

ごみ減量のさまざまな取り組みを紹介します
　町は、ごみ減量化・資源化に向け、さまざまな取り組みをしています。

平成 24 年 4 月から、ペットボトルの収集日は月 2回に、
かん類の収集日は月 1回に、有害ごみの収集日は土曜日に
変わります。
4月からのごみ収集日程カレンダーは、広報まさき 3月

号と一緒に各戸配布します。

◆平成 24 年 4 月から 
 ペットボトル、かん類、有害ごみの

収集日が変わります
12 月 27 日、埋立ごみ収集中

のパッカー車で火災が発生しま
した。原因は、スプレー・カセ
ットボンベ缶に残っていたガス
が、ごみに引火したためです。
ごみは必ず適切な方法で出

してください。

暮らしの
ごみ減量術

ごみ収集車で火災発生！　危険です！

分別ルールは守ってください

▼ ▽スプレー・カセットボンベ缶
の出し方

使いきって穴をあけてガスを
抜き、毎月第４土曜日の金属類の
日に出してください。（※アルミ・
スチールマークのあるものは、か
ん類の日に出してください）

　問町民課ごみ対策係　☎ 985-4117

→ 7 年 ほ ど 前 か ら、

集団回収に取り組ん

でいる神崎環境部

まさき    ❖    2012-2 12広報2012-2  ❖    広報  まさき13


